
故障かな？と思ったら
機器に差し込めない

付属の専用ACアダプターを使用していますか？
→　付属の専用ACアダプターを使用してください。
ACアダプター、電源端子に異物が付着していませんか？
→　異物を取り除いてください。

LANケーブル、有線LAN端子に異物が付着していませんか？
→　異物を取り除いてください。

（２）LANケーブルが有線LAN端子に挿し
込めない。

（１）ACアダプターのDCプラグが電源端子
に挿し込めない。

セットアップ手順 
付属のモバイル用アンテナをアンテナ端子に取付けて下さい。
取付け後に、更に力を加えて回し続けないように注意下さい。

1

Web UI に接続する

※初期パスワードは必ず変更して下さい。

PCのブラウザからWeb UIへアクセスし各種設定※1が可能です。

 URL　　　　   ：　http : / /192 .168 .178 .254/
 ログイン ID　：　slb je112  （エス・エル・ビー・ジェー・イー・イチ・イチ・ニ）
 パスワード　  ：　m7ys2pca（エム・ナナ・ワイ・エス・ニ・ピー・シー・エー）

※1  Web UI にログインするためのアカウント変更等

本体背面のRJ45端子(CON)とPCをLANケーブルで接続し、端末のIPアドレスを付与したURLにアクセス
して下さい。工場出荷時のURL、ログインID、パスワードは以下になります。

5 WAN1用LEDが点灯した後、プッシュボタン長押し5～10秒にて、
接続モード/副回線電波強度確認機能を起動させて下さい。(「LED点灯について」参照)
1. LEDの点滅にて、接続モードを確認して下さい。
2. LEDの点灯にて、判定がOKになる事を確認して下さい。
     OKにならない場合は、場所を変えて再度確認して下さい。

4 POWER用LEDが点灯してから約１分後に起動処理が始
まり、WAN1用LEDの点滅を開始します。
起動処理が完了するとWAN1用LEDが点灯に変わります。

WAN1用LED
Power用LED

ルーター
DHCP サーバー

2a ブリッジモード(イーサネット接続：LAN側故障検出機能あり、WAN側にDHCPサーバー機器あり)
本体背面のRJ45端子(WAN)とルーター、RJ45端子(LAN)とPCなどをLANケーブルで接続してください。

端末

RJ45端子(MG)はLAN側の
機器に必ず接続して下さい。

RJ45端子(WAN)とRJ45端子
(LAN)は内部でブリッジして
いますので、ループしない
ように接続して下さい。

【構成例】

WAN側 LAN側

「MG」
「LAN」
「WAN」

ハブアクセスポイント

3 ACアダプターを本体DCジャックに接続し、
コンセントに正しく挿して下さい。
POWER用 LEDが点灯することを確認して
ください。

抜け防止用「クランプ」に、
ACアダプタのコードを通し
て下さい。

「クランプ」

型 名 MNS-CSIM-AT1000

15W (最大)

0～40℃

約550g (本体のみ)

45.0(W)×170.0(D)×165.0(H)mm (突起部除く)

20～80%RH (結露なきこと)

DC12V
(付属の専用 AC アダプターを使用してください）電 　　　　　　　  源

消 費 電 力

使 用 温 度 条 件

使 用 湿 度 条 件

外 形 寸 法

質 量

LED の点灯について

※ファームウェアアップデート中はWAN1用LEDとWAN2用LEDが同時点滅します。（１秒周期）
※システムエラー発生時はWAN1用LEDとWAN2用LEDが同時点滅します。（５秒消灯→１秒点灯）
※工場出荷リセット実行中はWAN1用LEDとWAN2用LEDが2秒間同時高速点滅の後、消灯します。

WAN1(主回線)利用時に点灯
WAN1(主回線)無効状態
WAN2(副回線)利用時に点灯
WAN2(副回線)無効状態
本体電源ON状態
本体電源OFF状態

No.

1

2

3

WAN1用LED

WAN2用LED

Power用LED

名 称 状態表示
点灯(緑)
消灯
点灯(緑)
消灯
点灯(緑)
消灯

SIMトレイ
SIMトレイに、指定のSIMカードを載せて、奥に押し込んで
下さい。
トレイの取出しは、付属のSIM取出しピンを穴に差し込ん
で下さい。
※SIMカードの入替は、電源オフにし、ゴム足を下にした状態
で行って下さい。
立てた状態だと、SIMカードがトレイから落ちる恐れがあり
ます。

［正面］ ［背面］

［天面］

プッシュボタンを長押ししてから離す事により、下記機能が実行されます。

【①主回線 /副回線確認】プッシュボタン長押し 1~5 秒
主回線/副回線確認中は、WAN1用LED、WAN2用LEDが
交互点滅となり、確認後は通常動作になります。 
確認後、右図のLED表示となります。
主回線で接続されている場合、WAN1用LEDが点灯。
副回線の場合、WAN2用LEDが点灯。　)
(ルータモードについては主回線/副回線確認機能は無効)

アンテナ端子(main)
付属のLTEアンテナを接続する端子(main)です。
取付け後に、更に力を加えて回し続けないように
注意下さい。(アンテナを必ず接続して下さい)

アンテナ端子(sub)
付属のLTEアンテナを接続する端子(sub)です。
取付け後に、更に力を加えて回し続けないよ
うに注意下さい。 (アンテナを必ず接続して下
さい)

RJ-45端子(CON)
保守用の端子です。
通信発生時にLEDが点滅します。

RJ-45端子(LAN)
LAN側の機器と接続します。
通信発生時にLEDが点滅します。
RJ-45端子(WAN)
WAN側の機器と接続します。
通信発生時にLEDが点滅します。

リセットスイッチ
５秒以上長押しすると工場出荷状態リセット
を実行します。

電源端子
必ず付属の専用ACアダプターをご使用ください。

WAN1：主回線(有線接続)
WAN2：副回線(モバイル接続)

RJ-45端子(MG)
WAN側/LAN側故障監視用の端子です。
LAN側の機器と接続します。
通信発生時にLEDが点滅します。

WAN1用LED
WAN1(主回線)の利用時に点灯します。
WAN2用LED
WAN2(副回線)利用時に点灯します。
POWER用LED
本製品の電源を入れると点灯します。

USB端子(type-C)
保守用の端子です。

USB端子(type-A)
保守用の端子です。
USB機器を接続しないで下さい。

プッシュボタン(FN)
プッシュボタンを長押しして以下のタイミングで
離すとそれぞれの動作を開始します。
プッシュボタンを押している時間によりLEDの点
灯、点滅状態が変わります。
~1秒(LEDは通常点灯)
 : 何もしません
1~5秒(WAN1用LED,WAN2用LEDが同時に低速点滅) 
 : 主回線/副回線確認(ルータモード時は無効)
5~10秒(WAN1用LED,WAN2用LEDが同時に高速点滅)
 : 接続モード/副回線電波強度確認
10秒~(LEDは点灯)
 : 何もしません

Power用LED
点灯
点灯
点灯

NG
NG
OK

1
2
3

×
○
○

×
×
○

消灯
消灯
点灯

消灯
点灯
点灯

判定 電波強度 Ping応答 WAN1用LED WAN2用LEDNO.

【②副回線の電波強度確認】
電波強度確認中は、「ブリッジモード-PPPoE接続」の場合は、
WAN1用LEDが高速点滅、WAN2用LEDが消灯します。「ブリッ
ジモード-イーサネット接続」の場合は、WAN1用LEDが消灯
し、WAN2用LEDが高速点滅し、「ブリッジモード-イーサネット
接続[固定IP]」の場合は、 WAN1用LEDが点灯し、WAN2用LED
が高速点滅します。「ルーターモード」の場合は、 WAN1用LED
が高速点滅し、WAN2用LEDが点灯します。
確認後、下記の電波強度確認のLED表示となります。

ゴム足 ゴム足

WAN2用
LED

副回線
(モバイル接続)

判定OK
(点灯数3)WAN1用LED

WAN2用LED
Power用LED

WAN1用
LED

主回線
(有線接続)

本体

LANケーブル×2
（100cm）

取扱説明書
（本書）

モバイル用アンテナ×2 スタンド

SIM取出しピン

付属品
各部の名称
仕様
セットアップ手順
故障かな？と思ったら

安全上のご注意
使用上のご注意
保証書

ACアダプター
（12V・1.25A:15W）

MNS-CSIM-AT1000
IoT アダプター

初期パスワードは
必ず変更して下さい

2b ブリッジモード(PPPoE接続：LAN側故障検出機能あり、LAN側にPPPoEクライアント機器あり)
本体背面のRJ45端子(WAN)とONU、RJ45端子(LAN)とルータをLANケーブルで接続してください。

端末

RJ45端子(MG)はLAN側の
機器に必ず接続して下さい。

RJ45端子(WAN)とRJ45端子
(LAN)は内部でブリッジして
いますので、ループしない
ように接続して下さい。

【構成例】

WAN側 LAN側

「MG」
「LAN」
「WAN」

ONU
ハブルーター

PPPoE クライアント

2c ルーターモード(モバイル回線接続：LAN側故障検出機能なし、DHCPサーバー機能あり)
本体背面のRJ45端子(LAN)とPCなどをLANケーブルで接続し、RJ45端子(WAN) は、何も接続しない
でください。

端末

RJ45端子(MG)は、何も接続
しないで下さい。

【構成例】

WAN側 LAN側

「MG」
「LAN」
「WAN」

ハブ

DHCP サーバー

サイズ：A4　　カラー：1C



本書は記載内容の範囲で保証を行うことをお約束するものです。
本書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。

お客様へのお願い
お手数ですが、お名前・ご住所・電話番号をわかりやすくご記入ください。
ご記入頂いたお客様の個人情報は保証業務の管理のためのみ使用しますので、予めご了承ください。
販売店様へのお願い
お買い上げ日・貴店名・住所・電話番号をご記入の上、お客様にお渡しください。
※印欄に記入の無い場合は、納品書又は領収書等にてお買い上げ日及び販売店が特定できる書類が必要となります。
ご注意
本書は本書に明示した期間・条件のもとにおいて保証をお約束するものです。従いまして、本書によって保証書を発行
している者（保証責任者）、及びそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、
保証期間経過後の保証などのご不明な点は、販売店もしくはサポートセンターまでお問い合わせください。

無償保証規定
1. 取扱説明書、ご利用にあたっての注意事項に従った正常な使用状態のもとで保証期間内に故障した場合には、
　無償保証を受けることができます。保証を受けられる場合は、販売店もしくはサポートセンターまで
　お問い合わせください。
2. 保証期間内でも以下の場合は無償保証対象外となります。予めご了承ください。
　(1) 本書のご提示がない場合
　(2) 本書におけるお買い上げ年月日又は販売店の記載がない場合、あるいは納品書又は領収書等のお買い上げ日
　　 及び販売店が特定できる書類がない場合
　(3) 本書の字句を書き換えられた場合
　(4) 使用上の誤り、又は不当な修理や改造による故障及び損傷
　(5) お買い上げ後に本製品を落下又は外部からの圧迫等による故障及び損傷
　(6) 火災、地震、風水害、落雷、その他の天災地変及び公害、塩害、異常電圧等の原因による故障及び損傷
　(7) 故障の原因が本製品以外の機器にある場合
　(8) 水濡れ・結露等による腐食が発見された場合
　　及び内部の基板が破損・変形している場合
　(9) 付属品等の消耗による交換
　(10) シリアルナンバー及び IMEI の改変及び取り外しをしている場合
　(11) 取扱説明書の注意書きに従った正常な利用でない場合
3. 本製品の故障に起因する付随的な損害について、当社は一切の責任を負いません。
4. 本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
5. 本保証書の内容は日本国内において販売された製品のみ有効です。
（This warranty is valid only in Japan）

商品名
シリアル番号

お客様情報
お名前
ご住所

保証期間
お買い上げ日 ２０ 年 月 日

※販売店印欄

保証書（Warranty）
IoTアダプター MNS-CSIM-AT1000

お買い上げ日から本体１年間

※お客様の端末の状態によっては、本製品の修理のご要望に対して本体を代替品に交換することにより
　修理に代えさせていただく場合があります。代替品への交換時に、同機種の製造が終了し交換在庫が無い場合、
　後継機種への交換となります。

※修理を行う場合、お客様が作成されたデータは変化、消失する場合があります。代替品又は後継機種への交換を行う場合、
　これらデータは交換後の製品に差し替えることはできません。当社は、これらデータの変化、消失について何ら責任を負うもの
　ではありません。

※修理及び代替品の交換は、お客様がお持ちの端末を当社にお返しいただいた後、当社で検査を行い無償保証対象と
　認めたものにのみ実施されます。

※代替品に交換する場合、故障品の所有権は交換する代替品をお客様が受領された時点で当社に移転されるもの
　とします。故障品は必ずご返却ください。

・モバイル用アンテナ取付け後に、更に力を加えて回し続けないように注意ください。
・SIMカードの入替は、電源オフにし、ゴム足を下にした状態で行って下さい。立てた状態だと、SIMカードがトレイ
から落ちる恐れがあります。
・SIM取出しピンの先端は素手で触らないで下さい。怪我をする恐れがあります。
・RJ45端子(MG)はLAN側の機器に必ず接続して下さい。
・RJ45端子(WAN)とRJ45端子(LAN)は内部でブリッジしているため、 RJ45端子(WAN)をLAN側の機器に接続すると、
ネットワークループを起こし、ネットがダウンする可能性がありますので、そのような接続はしないで下さい。
・ACアダプターを本体DCジャックに接続し、コンセントに正しく挿して下さい。

・この装置は、クラスA機器です。この装置を住宅環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場
合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

VCCI-A

技術基準適合証明等について
・「Web UIに接続する」を参照し、Web UIへアクセスしてご確認する事が可能です。

（５）リセットスイッチを5秒以上長押
　　しても、WAN1用LEDとWAN2用LEDが
　　点灯しない

（４）を確認してください。

（６）WAN1用LED、WAN2用LEDのいずれも
　　点灯しない

ACアダプターを抜き差しして、電源を入れ直してください。

モバイル用アンテナが取り付けられていますか？
→　アンテナ端子にモバイル用アンテナを取り付けて下さい。

LANケーブルは有線LAN端子にしっかり挿し込まれていますか？
→　（２）をご確認の上、もう一度カチッと音がするまで挿し
　　込んでください。

本製品を接続するLAN機器は電源が入っていますか？
→　接続する無線LAN機器の取扱説明書をご確認ください。

（８）システムエラー発生時
    （WAN1用LEDとWAN2用LEDが同時点滅

　　〈５秒消灯→１秒点灯〉している状態）
ACアダプターを抜き差しして、電源を入れ直してください。

（７）RJ45端子のLEDが点灯・点滅しない。

LED が点灯しない／点滅しない

LEDが点灯しない／点滅しない

スイッチがスイッチ穴にはまり込んだり、スイッチ穴に異物が
付着していませんか？
→　異物を取り除いてください。

（１）をご確認の上、もう一度奥までしっかり挿し込んでください。

（４）リセットスイッチ、プッシュボタンが押
せない。

（３）電源が入らない。
　　　ACアダプターと本製品を接続した後、

POWER用LEDが点灯しない。

サイズ：A4　　カラー：1C




